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私
は
、
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
と

し
て
一
〇
年
以
上
に
わ
た
っ
て
資
産
管
理
・

保
険
見
直
し
・
住
宅
購
入
な
ど
様
々
な
相
談

を
受
け
な
が
ら
、
お
客
様
が
望
む
ラ
イ
フ
プ

ラ
ン
を
実
現
す
る
た
め
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。
そ
の
中
に
は
三
〇
歳
代
シ
ン
グ

ル
の
男
性
の
方
も
、
三
〇
歳
代
シ
ン
グ
ル
女

性
の
方
も
数
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

今
回
は
、
様
々
な
変
化
の
可
能
性
を
秘
め

て
い
る
、
三
〇
歳
代
シ
ン
グ
ル
の
ラ
イ
フ
プ

ラ
ン
の
ポ
イ
ン
ト
を
お
送
り
し
ま
す
。

二
〇
一
〇
年
秋
の
国
勢
調
査

「
二
人
に
一
人
は
シ
ン
グ
ル
で
三
〇
歳
代

に
突
入
」
と
い
う
結
果
に
？

今
年
は
、
五
年
に
一
回
の
「
国
勢
調
査
」

が
一
〇
月
に
実
施
さ
れ
ま
す
が
、
私
が
最
も

注
目
し
て
い
る
デ
ー
タ
は
、
年
齢
階
級
別
の

未
婚
率
で
す
。

ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
個
人
の
お
客
様
の

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
・
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う

際
の
考
え
方
を
お
伝
え
し
ま
す
。

三
〇
歳
代
シ
ン
グ
ル
男
性
の
ラ
イ
フ

プ
ラ
ン
は
ど
の
よ
う
に
考
え
る
？

三
〇
歳
代
シ
ン
グ
ル
男
性
の
場
合
、
今
後

の
主
な
シ
ナ
リ
オ
は
二
つ
あ
り
ま
す
。

１
．
結
婚
し
て
扶
養
家
族
が
増
え
る

２
．
現
在
と
同
じ
シ
ン
グ
ル
の
ま
ま
進
む

こ
の
う
ち
、
よ
り
多
く
の
お
金
が
掛
か
る

の
は
一
つ
め
の
シ
ナ
リ
オ
で
す
。
よ
っ
て
、
三

〇
歳
代
シ
ン
グ
ル
男
性
の
お
客
様
の
場
合
は
、

原
則
と
し
て
「
結
婚
し
て
、
子
供
が
生
ま
れ

て
、
マ
イ
ホ
ー
ム
を
購
入
す
る
」
と
い
う
典

型
的
な
三
〇
歳
代
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
ラ
イ
フ
プ

ラ
ン
を
想
定
し
た
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う

世
代
別
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
講
座
〈
第
3
回
〉

三
〇
歳
代
シ
ン
グ
ル
の

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン

白鳥  光良
（株）住まいと保険と資産管理

代表取締役社長

【しらとり みつよし】外資系コンサルティ
ング会社勤務を経て2000年に独立系FP
会社を設立、現在に至る。武蔵大学経
済学部金融学科非常勤講師（「ファイナ
ンシャルプランナー演習」担当）。
著書に「金融資産運用計算ドリル」(イ
ンデックスコミュニケーションズ） など。

図
１
を
見
る
と
分
か
る
よ
う
に
、
昭
和
四

五
年
以
降
、
二
五
歳
～
三
九
歳
の
男
女
の

未
婚
率
は
一
貫
し
て
上
昇
を
続
け
て
い
ま
す
。

中
で
も
、
三
〇
歳
～
三
四
歳
の
未
婚
率
に
注

目
す
る
と
、
今
か
ら
五
年
前
（
平
成
一
七
年
）

の
平
均
は
男
性
四
七
・
七
％
、
女
性
三
二
・

六
％
で
し
た
。
仮
に
、
こ
の
右
肩
上
が
り
の

ト
レ
ン
ド
が
継
続
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
今

年
の
秋
の
国
勢
調
査
に
お
け
る
三
〇
歳
～
三

四
歳
の
未
婚
率
の
結
果
は
「
男
性
は
五
〇
％

台
前
半
、
女
性
三
〇
％
台
後
半
」
に
な
る
こ

と
が
予
想
で
き
ま
す
。

こ
の
現
状
を
、
も
う
少
し
イ
メ
ー
ジ
し
や

す
い
言
葉
に
置
き
換
え
る
と
「
三
〇
歳
を
過

ぎ
て
も
、
二
人
に
一
人
は
シ
ン
グ
ル
」
と
言

っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う

に
、
三
〇
歳
代
に
お
い
て
も
、
シ
ン
グ
ル
は

男
女
を
問
わ
ず
少
数
派
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

で
は
な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

次
の
項
目
か
ら
は
、
私
が
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
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こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、「
絶
対
に

独
身
で
通
し
た
い
」
と
い
う
希
望
を
持
っ
た

三
〇
歳
代
シ
ン
グ
ル
男
性
の
お
客
様
は
い
ま

せ
ん
で
し
た
の
で
、
実
際
に
は
全
て
の
ケ
ー

ス
で
一
定
の
家
族
を
扶
養
す
る
プ
ラ
ン
を
作

っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
・

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
大
丈
夫
で
あ

れ
ば
、
も
し
独
身
の
ま
ま
進
ん
だ
と
し
て
も
、

お
金
の
面
で
問
題
が
生
じ
る
こ
と
は
な
く
、

家
族
を
扶
養
す
る
た
め
の
お
金
や
子
供
の
教

育
資
金
は
丸
ご
と
自
分
自
身
の
老
後
資
金
に

回
せ
る
の
で
、
お
金
の
面
で
は
大
き
な
心
配

の
な
い
人
生
が
実
現
で
き
る
と
言
え
る
で
し

ょ
う
。

こ
の
よ
う
な
実
態
に
基
づ
い
て
、
三
〇
歳

代
シ
ン
グ
ル
男
性
の
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ

ン
に
つ
い
て
は
、
前
回
の
「
第
二
回　

三
〇

歳
代
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
」
を
参

考
に
し
て
頂
く
の
が
良
い
と
思
い
ま
す
。

三
〇
歳
代
シ
ン
グ
ル
女
性
の
ラ
イ
フ

プ
ラ
ン
は
ど
の
よ
う
に
考
え
る
？

三
〇
歳
代
シ
ン
グ
ル
女
性
の
場
合
、
今
後

の
主
な
シ
ナ
リ
オ
は
三
つ
あ
り
ま
す
。

１
．
結
婚
し
て
子
供
が
生
ま
れ
て
、
一

定
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
専
業
（
パ
ー
ト
）

主
婦
に
な
る

２
．
シ
ン
グ
ル
の
ま
ま
仕
事
を
続
け
る

３
．
結
婚
し
た
後
も
ず
っ
と
共
働
き
を

続
け
て
、
家
計
支
出
の
一
定
割
合
は

負
担
す
る

こ
の
う
ち
、
最
初
の
専
業
主
婦
（
ま
た
は

パ
ー
ト
主
婦
）
に
な
る
シ
ナ
リ
オ
は
「
三
〇

歳
代
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
」
と
重

な
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
実
際
の
三
〇
歳
代
シ
ン
グ
ル
女

性
の
お
客
様
に
対
し
て
は
、「
独
身
で
仕
事

を
続
け
る
」「
共
働
き
」
の
い
ず
れ
か
を
想

定
し
ま
す
。
そ
し
て
、
結
婚
す
る
・
し
な
い

に
か
か
わ
ら
ず
「
自
分
の
生
活
の
た
め
に
必

要
な
支
出
は
自
分
の
収
入
で
カ
バ
ー
し
て
、

さ
ら
に
自
分
が
個
人
と
し
て
自
由
に
使
え
る

資
産
を
形
成
し
て
い
く
」
と
い
う
自
立
型
の

人
生
を
歩
む
プ
ラ
ン
を
作
っ
て
い
く
こ
と
が

多
い
で
す
。

も
し
、
こ
の
よ
う
な
自
立
型
の
人
生
の
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
大
丈
夫
な
ら
、

結
婚
相
手
の
収
入
や
資
産
に
大
き
く
依
存
す

る
必
要
が
な
い
た
め
、
お
金
の
面
で
は
大
き

な
心
配
の
な
い
人
生
が
実
現
で
き
る
と
言
え

る
で
し
ょ
う
。

と
い
う
わ
け
で
、
今
回
は
主
に
、
シ
ン
グ

ル
（
特
に
女
性
）
が
「
自
分
の
生
活
の
た
め

に
必
要
な
支
出
は
自
分
の
収
入
で
カ
バ
ー
し

て
、
さ
ら
に
今
後
の
結
婚
の
有
無
に
関
係
な

く
、
個
人
と
し
て
自
由
に
使
え
る
資
産
を
形

成
し
て
い
く
」
と
い
う
、
自
立
型
の
人
生
を

創
っ
て
い
く
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
の
ポ
イ
ン
ト
を
お

伝
え
し
て
参
り
ま
す
。

三
〇
歳
代
シ
ン
グ
ル
の

マ
ネ
ー
ト
レ
ン
ド
は
？

三
〇
歳
代
シ
ン
グ
ル
の
収
入
・
支
出
・
貯

図1　男女、年齢階級（25～39歳）別未婚率の推移 全国（昭和46～平成17年）
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出典：総務省2005国勢調査　http://www.stat.go.jp/data/kokusei/2005/sokuhou/01.htm
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蓄
の
ト
レ
ン
ド
は
ど
う
な
る
ケ
ー
ス
が
多
い
で

し
ょ
う
か
？

仕
事
の
面
で
は
、
様
々
な
知
識
や
ス
キ
ル

が
向
上
す
る
二
〇
歳
代
を
過
ぎ
て
、
男
女
と

も
、
さ
ら
に
業
務
の
幅
が
広
が
っ
た
り
、
重

要
な
役
割
に
就
い
た
り
す
る
中
で
、
収
入
は

増
え
て
い
き
や
す
い
で
す
が
、
三
〇
歳
代
の

後
半
か
ら
は
頭
打
ち
に
な
る
ケ
ー
ス
も
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。

一
方
、
三
〇
歳
代
の
支
出
の
推
移
は
人
に

よ
っ
て
様
々
で
す
が
、
収
入
の
上
昇
に
合
わ

せ
て
支
出
の
水
準
も
増
え
て
し
ま
う
の
が
一

般
的
な
傾
向
で
す
。

貯
蓄
に
つ
い
て
は
、
入
っ
て
き
た
お
金
を

全
部
使
っ
て
し
ま
う
習
性
が
あ
る
人
は
低
空

飛
行
が
続
き
、
着
実
に
増
や
し
て
い
く
傾
向

が
あ
る
人
は
収
入
の
水
準
が
上
が
ら
な
く
て

も
貯
蓄
が
増
え
て
い
き
ま
す
。
今
後
の
ラ
イ

フ
プ
ラ
ン
の
柔
軟
性
や
自
由
度
が
高
く
な
る

の
は
、
も
ち
ろ
ん
後
者
で
す
。

こ
の
お
金
の
ト
レ
ン
ド
の
変
化
を
頭
に
入

れ
た
う
え
で
、
三
〇
歳
代
シ
ン
グ
ル
の
「
資

産
形
成
」「
保
険
」「
住
宅
」
に
つ
い
て
、
重

要
な
ポ
イ
ン
ト
を
分
析
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

三
〇
歳
代
の
資
産
形
成
は
ど
う
す
る
？

三
〇
歳
代
シ
ン
グ
ル
の
資
産
形
成
の
ポ
イ

ン
ト
は
、
今
後
の
様
々
な
変
化
が
ラ
イ
フ
プ

ラ
ン
や
経
済
環
境
の
様
々
な
変
化
に
対
応
で

き
る
よ
う
に
「
デ
フ
レ
に
強
い
資
産
」
と
「
イ

ン
フ
レ
に
強
い
資
産
」
の
両
方
を
バ
ラ
ン
ス

よ
く
増
や
し
て
い
く
こ
と
で
す
。

「
デ
フ
レ
に
強
い
資
産
」
と
は
、
デ
フ
レ
ー

シ
ョ
ン
（
モ
ノ
の
値
段
が
下
が
る
）
が
進
行

し
て
も
目
減
り
が
し
に
く
い
資
産
、
預
貯
金

や
債
券
な
ど
を
指
し
ま
す
。

「
イ
ン
フ
レ
に
強
い
資
産
」
と
は
、
イ
ン
フ

レ
ー
シ
ョ
ン
（
モ
ノ
の
値
段
が
上
が
る
）
が

進
行
し
て
も
目
減
り
し
に
く
い
資
産
で
す
。

二
〇
世
紀
に
は
、
世
界
の
様
々
な
国
に
お
い

て
物
価
水
準
の
上
昇
が
起
き
ま
し
た
が
、
過

去
に
お
い
て
イ
ン
フ
レ
に
強
か
っ
た
資
産
は
、

①
株
式
資
産
、
②
外
貨
建
て
資
産
、
③
実

物
資
産
、
の
三
つ
が
主
で
し
た
。
特
に
、
長

期
的
に
継
続
す
る
イ
ン
フ
レ
に
は
「
株
式
」

が
強
く
、
自
国
通
貨
の
価
値
が
落
ち
る
と
き

に
は
「
外
貨
建
て
資
産
」
が
強
く
、
急
激
な

イ
ン
フ
レ
に
は
金
（
ゴ
ー
ル
ド
）
や
不
動
産

な
ど
の
「
実
物
資
産
」
が
強
い
傾
向
が
あ
り

ま
す
。

こ
れ
ら
を
、
ど
ち
ら
か
一
つ
に
偏
る
こ
と

な
く
、
両
方
と
も
着
実
に
増
や
し
て
い
け
れ

ば
、
よ
り
安
心
感
が
あ
っ
て
自
由
度
の
高
い

将
来
に
向
か
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
ず
、
三
〇
歳
代
に
入
っ
て
も
貯
蓄
の
習

慣
が
で
き
て
い
な
い
場
合
は
「
デ
フ
レ
に
強

い
資
産
」
を
増
や
す
こ
と
が
優
先
で
す
。
普

通
預
金
が
一
定
の
ラ
イ
ン
（
五
〇
万
円
、
一

〇
〇
万
円
な
ど
）
を
上
回
る
と
必
ず
何
か
に

使
っ
て
す
ぐ
に
下
回
っ
て
し
ま
う
傾
向
の
あ

る
人
は
、
自
動
的
に
貯
蓄
が
増
え
る
し
く
み

を
作
る
の
が
い
い
で
し
ょ
う
。
具
体
的
に
は
、

給
与
天
引
き
の
財
形
貯
蓄
や
、
銀
行
の
自
動

つ
み
た
て
定
期
預
金
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
の
自

動
積
立
定
期
貯
金
な
ど
、
月
一
万
円
か
ら
利

用
で
き
る
方
法
を
用
い
る
の
が
一
般
的
で
す
。

現
在
、
金
利
は
ほ
と
ん
ど
期
待
で
き
ま
せ
ん

が
、「
デ
フ
レ
に
強
い
資
産
」
を
着
実
に
増

や
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

普
通
預
金
の
残
高
が
着
実
に
増
え
て
い
る

人
は
、
並
行
し
て
「
イ
ン
フ
レ
に
強
い
資
産
」

を
増
や
す
こ
と
も
考
え
ま
し
ょ
う
。
具
体
的

に
は
、
①
株
式
資
産
、
②
外
貨
建
て
資
産
、

の
両
方
に
当
て
は
ま
る
「
世
界
株
式
」
を
対

象
と
す
る
フ
ァ
ン
ド
（
投
資
信
託
）
の
う
ち
、

月
一
万
円
か
ら
の
自
動
積
立
が
で
き
る
商
品

の
利
用
を
最
初
に
検
討
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

こ
こ
か
ら
は
前
回
の
復
習
に
な
り
ま
す
が
、

現
在
三
〇
歳
代
で
シ
ン
グ
ル
の
会
社
員
や
公

務
員
が
、
自
助
努
力
の
部
分
だ
け
で
老
後
に

三
〇
〇
〇
万
円
以
上
の
資
産
を
形
成
す
る
こ

と
は
十
分
に
可
能
で
す
。
二
〇
世
紀
の
一
〇

〇
年
間
に
お
け
る
、
世
界
先
進
国
の
上
場
株

式
の
リ
タ
ー
ン
は
、
平
均
で
年
八
％
あ
り
ま

し
た
の
で
、
こ
こ
で
は
世
界
株
式
の
リ
タ
ー

ン
を
（
控
え
め
に
）
五
％
と
い
う
前
提
で
見

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

例
え
ば
、
三
〇
歳
の
人
が
世
界
株
式
の
フ

ァ
ン
ド
を
自
動
積
立
で
月
三
万
円
ず
つ
買
い

続
け
た
場
合
、
年
利
回
り
五
％
の
運
用
が
実

現
で
き
れ
ば
、
六
五
歳
の
と
き
に
は
三
四
〇

八
万
円
に
な
り
ま
す
。
三
五
歳
ス
タ
ー
ト
で
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も
、
月
四
万
円
が
続
け
ら
れ
て
年
利
回
り
五

％
の
運
用
が
実
現
で
き
れ
ば
、
六
五
歳
の
と

き
に
は
三
三
二
九
万
円
に
な
り
ま
す
。
三
〇

歳
代
最
後
の
三
九
歳
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
と

少
し
厳
し
い
で
す
が
、
月
五
万
円
の
買
付
け

を
続
け
て
、
年
利
回
り
五
％
が
実
現
で
き
れ

ば
、
六
五
歳
の
と
き
に
は
三
一
九
一
万
円
の

金
融
資
産
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

男
性
で
も
女
性
で
も
、
今
後
の
結
婚
の
有

無
に
か
か
わ
ら
ず
訪
れ
る
老
後
。
フ
ル
タ
イ

ム
で
働
く
こ
と
が
で
き
な
く
な
れ
ば
、
公
的

年
金
だ
け
で
は
不
足
す
る
部
分
の
お
金
を
取

り
崩
す
生
活
が
二
〇
年
以
上
続
く
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
三
〇
歳
代
シ
ン
グ
ル
の
方
に
は
、

早
く
ス
タ
ー
ト
し
た
人
ほ
ど
有
利
で
負
担
が

少
な
い
資
産
形
成
に
着
手
す
る
こ
と
を
お
す

す
め
し
ま
す
。

三
〇
歳
代
シ
ン
グ
ル
の
保
険
は
？

三
〇
歳
代
シ
ン
グ
ル
の
保
険
に
つ
い
て
は

ど
の
よ
う
に
考
え
た
ら
い
い
で
し
ょ
う
か
？

今
回
は
、
①
遺
族
生
活
保
障
、
②
整
理

資
金
、③
医
療
保
障
の
三
つ
の
保
障
（
保
険
）

に
関
す
る
必
要
性
を
分
析
し
て
い
き
ま
す
。

①
遺
族
生
活
保
障

家
族
の
中
で
主
た
る
収
入
者
が
亡
く
な
っ

た
場
合
で
も
家
族
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
が
崩
れ

な
い
「
遺
族
生
活
保
障
」
の
た
め
の
保
険
は
、

三
〇
歳
代
シ
ン
グ
ル
の
方
に
は
原
則
と
し
て

必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
自
分
の
収
入

の
一
部
で
親
の
生
活
を
支
え
て
い
る
な
ど
扶

養
す
る
家
族
が
い
る
方
は
、
掛
け
捨
て
の
定

期
保
険
な
ど
を
用
い
て
万
一
の
場
合
の
家
族

の
生
活
を
守
り
た
い
で
す
ね
。

②
整
理
資
金

誰
に
で
も
必
ず
死
ぬ
と
き
が
来
ま
す
。
そ

の
と
き
に
、
残
さ
れ
た
家
族
は
お
葬
式
な
ど

死
後
の
整
理
を
行
い
ま
す
が
、
そ
の
た
め
に

は
一
定
の
お
金
（
二
〇
〇
万
円
～
三
〇
〇
万

円
）
が
掛
か
り
ま
す
。
こ
の
「
整
理
資
金
」

の
準
備
に
関
し
て
は
、
貯
蓄
で
行
う
方
法
と
、

保
険
で
行
う
方
法
が
あ
り
ま
す
。
三
〇
歳
代

シ
ン
グ
ル
で
も
、
万
一
の
場
合
に
両
親
の
老

後
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
に
負
担
を
掛
け
な
い
よ

う
に
、
必
要
最
低
限
の
「
終
身
保
険
」
に

加
入
し
て
整
理
資
金
の
準
備
を
し
て
お
く
の

は
良
い
こ
と
で
す
。
特
に
、
保
険
料
を
抑
え

た
い
人
の
場
合
は
「
変
額
タ
イ
プ
の
終
身
保

険
」
や
「
低
解
約
返
戻
金
タ
イ
プ
の
終
身
保

険
」
が
合
っ
て
い
ま
す
。

③
医
療
保
障

定
期
的
な
通
院
で
済
む
程
度
の
病
気
や
ケ

ガ
で
あ
れ
ば
貯
蓄
を
大
き
く
取
り
崩
す
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
入
院
や
手
術
を
す
る
レ

ベ
ル
の
大
き
な
病
気
や
ケ
ガ
を
し
た
場
合
に

は
、
自
己
負
担
と
な
る
「
差
額
ベ
ッ
ド
代
」

等
の
諸
費
用
に
よ
り
数
十
万
円
の
貯
蓄
取
り

崩
し
が
生
じ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
ア
ク
シ
デ
ン
ト
か
ら
ラ
イ
フ
プ

ラ
ン
を
守
る
（
他
の
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
の
た
め

に
用
意
し
た
お
金
を
取
り
崩
す
こ
と
を
避
け

る
）
た
め
に
、
三
〇
歳
代
か
ら
で
も
医
療
保

険
（
＝
入
院
保
険
）
に
日
額
五
〇
〇
〇
円

～
一
〇
〇
〇
〇
円
の
水
準
で
入
っ
て
お
く
こ

と
は
価
値
が
あ
り
ま
す
。

特
に
、
一
生
涯
の
医
療
保
障
が
得
ら
れ
る

「
終
身
医
療
保
険
」
を
六
〇
歳
払
い
ま
た
は

六
五
歳
払
い
の
プ
ラ
ン
で
加
入
す
る
こ
と
は
、

老
後
に
向
け
て
「
大
き
な
病
気
や
ケ
ガ
専
用

の
貯
蓄
」
を
し
て
い
く
よ
う
な
も
の
で
す
の

で
、
老
後
に
向
け
た
意
味
の
あ
る
備
え
の
一

つ
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
最
近
の
医
療
保
険
の
傾
向
と
し
て
、

通
算
一
〇
〇
〇
万
円
ま
で
の
技
術
料
が
給
付

さ
れ
る
等
の
「
先
進
医
療
特
約
」
を
良
く
見

か
け
ま
す
。
こ
の
特
約
は
、
様
々
な
万
一
の

病
気
の
場
合
に
治
療
の
選
択
肢
が
広
が
る
安

心
感
が
あ
る
と
い
う
点
で
、
実
際
に
使
う
確

率
は
低
い
と
し
て
も
、
保
険
特
有
の
価
値
は

高
い
と
思
い
ま
す
。

三
〇
歳
代
シ
ン
グ
ル
女
性
は
、

マ
ン
シ
ョ
ン
を
買
っ
て
は
い
け
な
い
？

結
論
か
ら
言
う
と
、
三
〇
歳
代
シ
ン
グ
ル

の
マ
ン
シ
ョ
ン
購
入
は
「
き
わ
め
て
慎
重
に
」

判
断
す
べ
き
と
言
え
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
今

後
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
が
変
化
し
た
場
合
に
、

デ
メ
リ
ッ
ト
が
生
じ
る
可
能
性
が
あ
る
か
ら
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三
〇
歳
代
シ
ン
グ
ル
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ

フ
ロ
ー
表

図
２
は
、
三
〇
歳
代
シ
ン
グ
ル
の
モ
デ
ル

ケ
ー
ス
（
田
中
さ
ん
）
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ

ー
表
で
す
。

こ
こ
で
は
、
国
税
庁
「
民
間
給
与
実
態
統

計
調
査
」二
〇
〇
八
年
の
三
〇
歳
代
前
半（
三

〇
歳
～
三
四
歳
）
の
男
女
の
平
均
年
収
で
あ

る
三
九
八
万
円
を
基
準
と
し
て
、
首
都
圏
で

生
活
し
て
い
る
三
〇
歳
代
シ
ン
グ
ル
の
女
性

を
想
定
し
た
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
を
用
意
し

ま
し
た
。

田
中
さ
ん
は
、
国
内
旅
行
や
帰
省
で
毎
年

二
〇
万
円
、
二
年
に
一
回
の
海
外
旅
行
で
三

〇
万
円
、
様
々
な
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
資
格
取

得
に
も
定
期
的
に
お
金
を
掛
け
る
な
ど
、
自

分
の
価
値
観
に
あ
っ
た
支
出
に
は
お
金
を
掛

け
て
い
ま
す
が
、
必
要
の
な
い
も
の
や
贅
沢

品
に
は
お
金
を
掛
け
な
い
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。
そ
の
結
果
、
金
融
資
産
の
残
高
は
三
〇

歳
代
を
通
し
て
少
し
ず
つ
増
え
て
い
く
形
に

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
三
〇
歳
代

を
通
じ
て
貯
蓄
を
増
や
し
て
お
け
ば
、
キ
ャ

リ
ア
の
変
更
、
結
婚
な
ど
、
様
々
な
ラ
イ
フ

プ
ラ
ン
の
変
化
に
対
応
で
き
る
自
由
度
が
高

ま
り
ま
す
。

次
回
は
、
収
入
も
支
出
も
ピ
ー
ク
に
近
づ

い
て
い
く
傾
向
が
あ
る
、
四
〇
歳
代
の
ラ
イ

フ
プ
ラ
ン
の
ポ
イ
ン
ト
を
お
送
り
し
ま
す
。
ど

う
ぞ
楽
し
み
に
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

で
す
。

例
え
ば
、
三
四
歳
の
女
性
が
三
五

年
ロ
ー
ン
を
組
ん
で
四
〇
～
五
〇
㎡

の
新
築
マ
ン
シ
ョ
ン
を
購
入
し
た
と
し

ま
し
ょ
う
。
そ
の
ま
ま
働
き
続
け
て
、

住
宅
ロ
ー
ン
を
最
後
ま
で
返
済
す
る

の
で
あ
れ
ば
、
同
じ
水
準
の
賃
貸
物

件
に
住
み
続
け
る
よ
り
も
ト
ー
タ
ル
で

見
て
安
い
住
居
コ
ス
ト
に
な
る
で
し
ょ

う
。
し
か
し
、
も
し
三
年
後
に
結
婚

し
て
、
子
供
が
生
ま
れ
て
、
い
っ
た

ん
仕
事
を
辞
め
る
シ
ナ
リ
オ
に
な
っ
た

ら
ど
う
で
し
ょ
う
か
？

家
族
三
人
で
住
む
に
は
狭
い
物
件

に
、
仕
事
を
辞
め
て
か
ら
ロ
ー
ン
を

払
い
続
け
る
の
は
厳
し
い
の
で
、
築

五
年
以
内
の
物
件
と
し
て
売
却
を
し

よ
う
と
す
る
と
、
新
築
時
か
ら
二
～

三
割
の
下
落
を
し
て
い
て
、
ロ
ー
ン
の

残
高
よ
り
低
い
価
格
で
し
か
売
れ
そ

う
に
な
い
…
…
。

こ
の
よ
う
に
、
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
が
固

ま
っ
て
い
な
い
三
〇
歳
代
シ
ン
グ
ル
の

う
ち
に
マ
ン
シ
ョ
ン
を
購
入
す
る
と
、

短
期
的
に
売
却
せ
ざ
る
を
得
な
く
て

損
を
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
た

だ
し
、
築
一
〇
年
以
上
の
中
古
マ
ン

シ
ョ
ン
を
購
入
し
た
場
合
は
そ
の
後
の

価
格
下
落
が
緩
や
か
な
の
で
、
大
き

な
損
を
す
る
可
能
性
は
新
築
購
入
の

場
合
よ
り
も
低
く
な
り
ま
す
。

図2　30歳代シングル（田中さん）のキャッシュフロー表
経過年数 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11
西暦 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020
年
齢

世帯主 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40

収
入

世帯主収入 380 385 389 394 399 403 408 413 418 423 428

世帯主年金

その他
収入計 380 385 389 394 399 403 408 413 418 423 428

支
出

生活費 144 145 146 147 148 149 150 151 152 154 155
住宅費 102 103 103 104 104 105 106 106 107 108 108
ローン返済
保険料 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12
子供関連費
税・社保 68 70 71 72 74 75 76 80 81 81 84
その他 20 50 60 51 46 51 20 77 62 52 47

支出計 346 380 393 386 384 392 365 427 414 406 406
年間収支 34 5 −4 8 15 11 44 −14 4 17 22
金融資産残高合計 284 290 287 296 312 324 369 356 361 379 402

住宅ローン残高合計

ライフイベント等

国
内
旅
行
・
帰

省
（
毎
年
20
万

円
）

海
外
旅
行
（
２

年
毎
に
30
万

円
）

引
越
し

（
40
万
円
）

資
格
取
得
（
以

降
３
年
毎
に

25
万
円
）

引
越
し

（
40
万
円
）


